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• IUGONETデータ解析ソフトウェアを用いた、数値モデルの取り扱い例
を示した。 

• ドキュメント・インストーラーを整備後、UDAS+を公開予定、 

• 別計算手法である[3]の計算結果との比較も結果の妥当性検証に重要。 

• 計算結果を素早く表示する為に、計算結果のDB化が必要。 

• ファイルI/O以外の、より少しスマートなモデル結合を検討する必要。 

まとめ 

はじめに 

1. IUGONETデータ解析ソフトウェア(UDAS)を用いて、地上観測デー
タと数値モデルによる結果を一元的に取り扱うというニーズに対応す
る為、一部の数値モデルを取り扱えるようにUDASを拡張した。 

2. 電離層電流J=Σ・(E+U×B)の見積もりには、電離層電気伝導度Σが
必要である。これを得る既存のWebサービスとして[4]が上げられる
が、計算量に制約があるため、a. 長期変動、b.全球マップ、の計算が
困難であり、実装(ソース)も公開されていない。 

 そこで、数値モデル(IRI2012, NRMSISE-00, IGRF-11)を取り扱え
るようにUDASを拡張し、電離層電気伝導度計算ツールを作成した。 
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計算結果 

電離層電気伝導度計算式 

UDAS+: iUgonet Data Analysis Software+ 

http://www.iugonet.org/ 

応用例 

図1. UDAS+の概略図 

IUGONETプロジェクトで
開発されているデータ解
析ソフトウェア。 

 

IDL/TDAS/UDASとモデ
ルを、ファイルI/Oで結合。 

 

環境構築はantが行う。 
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電離層電気伝導度計算を事例とした 
IUGONETデータ解析ソフトウェアによる数値モデルの取り扱い 
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開発したプログラムの妥当
性検証 

・衝突周波数は[2]と一致、 

・磁場モデルは地球を 

 楕円体として取り扱って  

 いることを 確認済み。 

[4]と比較し、 

•σ0は一致、 

•σ1, 2はズレがある、 

→ 開発したプログラム

の妥当性を示す衝突周
波数の計算結果を以下
に示す。 

２次元伝導度計算ルーチンも作成済みであるが、結果は省略する。 

電気伝導度の計算式は[1]を、衝突周波数の計算式は[2]を使用した。 


